


　　　　　 この車いすは、ごՈఉ、ҩྍࢪઃおよͼ高ྸऀࢪઃで使用されることを໨తに作られていま
す。ごར用になるํのମ֨や਎ମのঢ়ଶにあͬた車いすをおબͼいただき、使用してください。
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もし異常があればご使用にならず、すぐにお買い求めの販売店または、パラマウントベッド（P.23
参照）までご連絡ください。
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取扱説明書
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อূ書付

まえがき
このたͼは、車いすKK-T61シリーズ（以下、車いす）Λお買い上げいただき、まことにあΓが
と͏ご͟いました。
この「取扱説明書」には、車いすΛ҆શにお࢖いいただくたΊの஫ҙ߲ࣄと࢖༻ํ๏なͲ
Λ記ࡌしていま͢。
˔車いすをお使いになる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しく安
全な取扱方法を理解してください。

˔この「取扱説明書」はお読みになった後も、いつでも見られる場所に保管してください。
（バックサポート後のポケットに入れておいてください）
˔お買い上げの製品は、վྑなͲにΑΓ、この「取扱説明書」の಺༰とҰ෦ҟなる৔߹が
あΓま͢。
˔ಈൣ࡞ғɾੇ ๏ɾ֯ ౓ɾ࣭ ྔなͲの਺஋の記ࡌがある৔߹、その਺஋にはଟগのࠩޡがؚ
まれま͢。ಛผなものΛআき、この「取扱説明書」ではදࣔΛݟ΍͢く͢るたΊ、໿ɾおΑそ
といったݴ༿ΛলུしておΓま͢。

˔ごෆ明な఺があΓましたら、お買い上げの販売店または直઀パラϚ΢ントϕουまでお
໰い߹ͤください。

製造元：株式会社松永製作所
販売元：

໨త༺࢖
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■バックサポートに重いものを引っ掛けないでください。
　車いすが不安定になり、転倒・転落事故等の原因となります。
■車いすを拡げる時に、座パイプの横や下に手や指を入れないでください。
　パイプに手や指を挟んでケガをする原因となります。
■ヘッドサポートを外したまま、使用しないでください。
　転倒・転落事故等の原因となり大変危険です。また、強度が低下し、車いす破損の原因となります。
■リクライニング車いすの縮み止め・ヘッドサポート部を持って、走行しないでください。
　外れたりして、転倒・転落事故等の原因となります。
■フットサポートにすき間がある状態で使用するとフットサポートが外れ、ケガの原因となります。
■ヘッドサポートを持って持ち上げたり、無理な力を加えないでください。またヘッドサポートをグリップとして使用しないでください。
■タイヤを持って車いすを操作しないでください。
　駐車用ブレーキに手があたり、ケガをする原因となります。
■スピードが出ている状態で、素手でハンドリムを持って減速しないでください。
　摩擦で手にケガをする恐れがあります。
■走行中、身体を乗り出さないでください。
　バランスが不安定になり、転倒・転落事故等の原因となります。
■車輪が回転しているときは、スポークに手や指を差し込まないでください。
　手や指をはさんで、ケガをする原因となります。
■走行中は急停車しないでください。
　転倒・転落事故等の原因となります。
■凹凸のある路面では、前かがみ姿勢で使用しないでください。
　バランスを崩し、前に転倒・転落事故等の原因となります。
■バックサポートパイプやグリップのみで、キャスタを上げないでください。
　バックサポートパイプが曲がったり、折れたりして、転倒・転落事故等の原因となります。
■スピードをつけて、段差を乗りこえようとしないでください。 
　使用者が車いすから、転倒・転落事故等の原因となります。
■車いすを、横向きに倒して上に物を置かないでください。
　重みで車輪フレームが、曲がったりして故障の原因になります。
■車いすで荷物を運んだりしないでください。
■火気の近くに置かないでください。
　タイヤがパンクしたり、シートが燃え火災の原因となります。
■使用者が車いすに乗っている状態でグリップを持って持ち上げないでください。
　パイプが外れたりして、転倒・転落事故等の原因となります。
■介助者の方は、人が乗った状態でリクライニングしたまま放置しないでください。
　バランスを崩し、転倒・転落事故等の原因となります。
■リクライニングした状態で、バックサポートの上に乗らないでください。
　車いすがバランスを崩し、転倒・転落事故等の原因となります。また、バックサポートパイプが曲がったり故障の原因となります。

（禁止）

しては
いけない

（強制）

必ずして
いただく

■介助者の方は制動用ブレーキレバーを両側同時にかけてください。
　バランスを崩し、転倒・転落事故等の原因となります。
■制動用ブレーキレバーとリクライニング＆ティルトレバーを間違えないように注意してください。
　不意にバックサポートが倒れ、転倒・転落事故等の原因となります。
■車いすを拡げた時、座パイプが受けに収まっているか確認してから座ってください。
　パイプが曲がったりして、転倒・転落事故等及び故障の原因になります。
■保管する場所には十分注意してください。
■車いすの乗り降りは、必ず駐車用ブレーキをかけ、路面の平坦な場所で行ってください。
　車いすが動き、バランスを崩し、転倒・転落事故等の原因となります。
■スイングアウトや着脱・取り付け操作時に、手をはさまないように注意してください。
■マクラを使用しない場合でもヘッドサポートパイプは使用してください。
　フレームの破損の原因となります。
■高さ調整ノブボルトをゆるめる際にはヘッドサポートが落ちないよう、支えてください。
　フレームの破損の原因となります。
■張り調整ベルトに糸くずや汚れが付いていないか確認し、付いている場合は取り除いてください。
　粘着力が弱くなり、衝撃を受けた時外れ、転倒・転落事故等の原因となります。
■転倒防止の回転式スナップピンは、必ずしっかりと締めてください。
　転倒防止が外れ、役目を果たさない可能性があります。
■必ず固定されている場所を持ってください。
　操作レバー、ヘッドサポート、アームサポート、フット・レッグサポート、ブレーキなど持たないでください。
■車いすを持ち上げるときは座面の水平を保ち、乗っている人の転落には十分注意してください。
■マジックベルト装着機種は、必ずマジックベルトを締めてください。
　衝撃などで転倒・転落事故等の原因となります。
■マジックベルトは、糸くずや汚れを取り除いてご使用ください。
　粘着力が弱くなり、衝撃を受けた時外れ、転倒・転落事故等の原因となります。

安全にお使いになるためのご注意

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡または重傷を負う可能性が
想定されることを示します。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、傷害を負う可能性があること
および物的損害の発生する可能性が想定されることを示しています。

お守りいただく内容の説明
この表示は、してはいけない
｢禁止」内容です。

この表示は、必ずしていただく
｢強制」内容です。

■故障、異常のある時は使用しないでください。
　転倒・転落事故等の原因となります。
■タイヤの空気圧が少ない状態で、使用しないでください。
　駐車用ブレーキのロックが出来なくなり、車いすが動き、事故等の原因となります。
　また、タイヤのパンクの原因となります。
■バックサポート折りたたみのロックレバーに、かばんなどを引っ掛けないでください。
　ロックが解除され、転倒・転落事故等の原因となります。
■フットサポートの上に乗って乗り込んだり、降りるとき上に立ち上がらないでください。
　車いすがバランスを崩し、転倒・転落事故等の原因となります。
■車いすのシートの上で立ち上がらないでください。
　転倒・転落事故等の原因となります。
■改造しないでください。
　改造によって車いすの部品の破損、脱落などで安全性が低下して転倒・転落事故等の原因となります。

（禁止）

しては
いけない

（強制）

必ずして
いただく

■車いすに乗る・降りる前や、ベッドへの移乗時には、必ず駐車用ブレーキをロックしてください。　
　車いすが動き、転倒・転落事故等の原因となります。
■バックサポート折りたたみのロックピンが、「カチッ」と音がして、完全に出ていることを確認してください。
　転倒・転落事故等の原因となります。
■バックサポートの角度調整をする時は、駐車用ブレーキをロックしてください。　
　車いすが動き、転倒・転落事故等の原因となります。
■リクライニング & ティルトレバーを左右同時に握りながら角度調整してください。　
　転倒・転落事故等の原因となります。
■側溝の格子蓋や踏切などでご使用される場合は、必ず介助者の方に支えていただいてください。
　車輪が溝にはまって、転倒・転落事故等の原因となります。
■リクライニングは左右同じ角度で倒してください。
　破損の危険があります。
■道路の通行は必ず右側を通行してください。（歩道のある場合は歩道を通行してください。）
　交通法規を守って走行してください。（車いすは歩行者扱いです。）
■坂道の登り下りの時は、介助の方が支えて行ってください。
　スピードが出たり、バランスが不安定になり転倒・転落事故等の原因となります。
■フットサポートが固定されているか確認してから使用してください。
　フットサポートが脱落し事故等の原因になります。
■フットサポートの高さは地面より5ｃｍ以上でご使用ください。
　路面の凹凸や障害物にフットサポートが引っかかり急に車いすが止まり、転倒・転落事故等の原因になります。
■フットサポート調整後は必ずボルトをしっかり締めてください。
　フットサポートが急に角度が変わったり、外れたりして、ケガをする恐れがあります。
■スイングアウトを戻したときは、ロックが確実にされているか確認してください。
　足を乗せたとき、外れて足をケガする原因となります。
■アームサポートのロックが確実にされていることを確認してください。    
　アームサポートの高さが急に変わり、手などをはさんだり、転倒・転落事故等の原因となります。

■急ブレーキ、急発進、急な旋回をかけないでください。
　車いすに乗っている方が前方へ転倒・転落する恐れがあります。
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■車いすを拡げる時に、座パイプの横や下に手や指を入れないでください。
　パイプに手や指を挟んでケガをする原因となります。
■ヘッドサポートを外したまま、使用しないでください。
　転倒・転落事故等の原因となり大変危険です。また、強度が低下し、車いす破損の原因となります。
■リクライニング車いすの縮み止め・ヘッドサポート部を持って、走行しないでください。
　外れたりして、転倒・転落事故等の原因となります。
■フットサポートにすき間がある状態で使用するとフットサポートが外れ、ケガの原因となります。
■ヘッドサポートを持って持ち上げたり、無理な力を加えないでください。またヘッドサポートをグリップとして使用しないでください。
■タイヤを持って車いすを操作しないでください。
　駐車用ブレーキに手があたり、ケガをする原因となります。
■スピードが出ている状態で、素手でハンドリムを持って減速しないでください。
　摩擦で手にケガをする恐れがあります。
■走行中、身体を乗り出さないでください。
　バランスが不安定になり、転倒・転落事故等の原因となります。
■車輪が回転しているときは、スポークに手や指を差し込まないでください。
　手や指をはさんで、ケガをする原因となります。
■走行中は急停車しないでください。
　転倒・転落事故等の原因となります。
■凹凸のある路面では、前かがみ姿勢で使用しないでください。
　バランスを崩し、前に転倒・転落事故等の原因となります。
■バックサポートパイプやグリップのみで、キャスタを上げないでください。
　バックサポートパイプが曲がったり、折れたりして、転倒・転落事故等の原因となります。
■スピードをつけて、段差を乗りこえようとしないでください。 
　使用者が車いすから、転倒・転落事故等の原因となります。
■車いすを、横向きに倒して上に物を置かないでください。
　重みで車輪フレームが、曲がったりして故障の原因になります。
■車いすで荷物を運んだりしないでください。
■火気の近くに置かないでください。
　タイヤがパンクしたり、シートが燃え火災の原因となります。
■使用者が車いすに乗っている状態でグリップを持って持ち上げないでください。
　パイプが外れたりして、転倒・転落事故等の原因となります。
■介助者の方は、人が乗った状態でリクライニングしたまま放置しないでください。
　バランスを崩し、転倒・転落事故等の原因となります。
■リクライニングした状態で、バックサポートの上に乗らないでください。
　車いすがバランスを崩し、転倒・転落事故等の原因となります。また、バックサポートパイプが曲がったり故障の原因となります。

（禁止）

しては
いけない

（強制）

必ずして
いただく

■介助者の方は制動用ブレーキレバーを両側同時にかけてください。
　バランスを崩し、転倒・転落事故等の原因となります。
■制動用ブレーキレバーとリクライニング＆ティルトレバーを間違えないように注意してください。
　不意にバックサポートが倒れ、転倒・転落事故等の原因となります。
■車いすを拡げた時、座パイプが受けに収まっているか確認してから座ってください。
　パイプが曲がったりして、転倒・転落事故等及び故障の原因になります。
■保管する場所には十分注意してください。
■車いすの乗り降りは、必ず駐車用ブレーキをかけ、路面の平坦な場所で行ってください。
　車いすが動き、バランスを崩し、転倒・転落事故等の原因となります。
■スイングアウトや着脱・取り付け操作時に、手をはさまないように注意してください。
■マクラを使用しない場合でもヘッドサポートパイプは使用してください。
　フレームの破損の原因となります。
■高さ調整ノブボルトをゆるめる際にはヘッドサポートが落ちないよう、支えてください。
　フレームの破損の原因となります。
■張り調整ベルトに糸くずや汚れが付いていないか確認し、付いている場合は取り除いてください。
　粘着力が弱くなり、衝撃を受けた時外れ、転倒・転落事故等の原因となります。
■転倒防止の回転式スナップピンは、必ずしっかりと締めてください。
　転倒防止が外れ、役目を果たさない可能性があります。
■必ず固定されている場所を持ってください。
　操作レバー、ヘッドサポート、アームサポート、フット・レッグサポート、ブレーキなど持たないでください。
■車いすを持ち上げるときは座面の水平を保ち、乗っている人の転落には十分注意してください。
■マジックベルト装着機種は、必ずマジックベルトを締めてください。
　衝撃などで転倒・転落事故等の原因となります。
■マジックベルトは、糸くずや汚れを取り除いてご使用ください。
　粘着力が弱くなり、衝撃を受けた時外れ、転倒・転落事故等の原因となります。

安全にお使いになるためのご注意

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡または重傷を負う可能性が
想定されることを示します。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、傷害を負う可能性があること
および物的損害の発生する可能性が想定されることを示しています。

お守りいただく内容の説明
この表示は、してはいけない
｢禁止」内容です。

この表示は、必ずしていただく
｢強制」内容です。

■故障、異常のある時は使用しないでください。
　転倒・転落事故等の原因となります。
■タイヤの空気圧が少ない状態で、使用しないでください。
　駐車用ブレーキのロックが出来なくなり、車いすが動き、事故等の原因となります。
　また、タイヤのパンクの原因となります。
■バックサポート折りたたみのロックレバーに、かばんなどを引っ掛けないでください。
　ロックが解除され、転倒・転落事故等の原因となります。
■フットサポートの上に乗って乗り込んだり、降りるとき上に立ち上がらないでください。
　車いすがバランスを崩し、転倒・転落事故等の原因となります。
■車いすのシートの上で立ち上がらないでください。
　転倒・転落事故等の原因となります。
■改造しないでください。
　改造によって車いすの部品の破損、脱落などで安全性が低下して転倒・転落事故等の原因となります。

（禁止）

しては
いけない

（強制）

必ずして
いただく

■車いすに乗る・降りる前や、ベッドへの移乗時には、必ず駐車用ブレーキをロックしてください。　
　車いすが動き、転倒・転落事故等の原因となります。
■バックサポート折りたたみのロックピンが、「カチッ」と音がして、完全に出ていることを確認してください。
　転倒・転落事故等の原因となります。
■バックサポートの角度調整をする時は、駐車用ブレーキをロックしてください。　
　車いすが動き、転倒・転落事故等の原因となります。
■リクライニング & ティルトレバーを左右同時に握りながら角度調整してください。　
　転倒・転落事故等の原因となります。
■側溝の格子蓋や踏切などでご使用される場合は、必ず介助者の方に支えていただいてください。
　車輪が溝にはまって、転倒・転落事故等の原因となります。
■リクライニングは左右同じ角度で倒してください。
　破損の危険があります。
■道路の通行は必ず右側を通行してください。（歩道のある場合は歩道を通行してください。）
　交通法規を守って走行してください。（車いすは歩行者扱いです。）
■坂道の登り下りの時は、介助の方が支えて行ってください。
　スピードが出たり、バランスが不安定になり転倒・転落事故等の原因となります。
■フットサポートが固定されているか確認してから使用してください。
　フットサポートが脱落し事故等の原因になります。
■フットサポートの高さは地面より5ｃｍ以上でご使用ください。
　路面の凹凸や障害物にフットサポートが引っかかり急に車いすが止まり、転倒・転落事故等の原因になります。
■フットサポート調整後は必ずボルトをしっかり締めてください。
　フットサポートが急に角度が変わったり、外れたりして、ケガをする恐れがあります。
■スイングアウトを戻したときは、ロックが確実にされているか確認してください。
　足を乗せたとき、外れて足をケガする原因となります。
■アームサポートのロックが確実にされていることを確認してください。    
　アームサポートの高さが急に変わり、手などをはさんだり、転倒・転落事故等の原因となります。

■急ブレーキ、急発進、急な旋回をかけないでください。
　車いすに乗っている方が前方へ転倒・転落する恐れがあります。



֤෦の໊শ ೳઆ໌ػ

˞എંͨͨΈͷঢ়ଶͷશ高͸໿400NN௿ ͳ͘Γ·͢ ɻɹ˞࠷େ࢖༻ऀମॏ͸��LHͰ͢ɻ

Ωϟελ
ʢΠϯνʣ

,,�5�10-#�5�11-# � 1� 390 91� 102�ʙ1200 ��0 3�0 23���24��390

ɹɹࣜܕ ಈྠۦ
ʢΠϯνʣ

400

γʔτ෯
ʦNNʧ

前座高
ʦNNʧ

座高ޙ
ʦNNʧ

ંΓͨ ͨΈ෯
ʦNNʧ

શ௕
ʦNNʧ

શ高˞
ʦNNʧ

શ෯
ʦNNʧ

ॏྔ
ʢLHʣ

ંΓͨͨΈ

ʪϔουαϙʔτʫ

಄෦を࣋͠ࢧます。্ Լ・લ
・ࠨޙ ӈ・֯ ౓をௐ੔で͖ます。

ʪΞʔϜαϙʔτʫ

ௐઅ͞ߴ
ΞʔϜαϙʔτの͞ߴをௐઅ
Θ߹ʹگの਎ମঢ়ऀ༺࢖ͯ͠
ͤΔ͜とがで͖ます。また、着
୤がՄೳなたΊ、ϕου等΁の
Ҡ৐時ʹେมศརです。

ʪϑοτɾ
ɹϨοάαϙʔτʫ

εΠϯάΞ΢τ
ϑοτϨοάαϙʔτ෦が։
ดで͖着୤Մೳです。ϕου
΍ศث等΁の઀ۙが༰қです。

όοΫαϙʔτをંりたた
Ήと、ࣗ ಈं等΁のੵΈࠐ
Έが༰қʹ͑ߦます。

ʪόοΫαϙʔτʫ

ʪϒϨʔΩʫ

ற車༻ϒϨʔΩʢϛχλοΫϧʣ

৐り߱りのࡍʹं͍すがಈ͔な͍Α͏
ʹすΔたΊʹ࢖༻͠ます。

੍ಈ༻ϒϨʔΩ

հॿ༻のϒϨʔΩです。૸ߦத΍ࡔ
ಓで଎౓をௐ੔すΔ࢖ʹࡍ༻͠ます。

ϔουαϙʔτ

γʔτʢ࠲ʣ
。Δと͜Ζです࠲

Ϩοグαϙʔτ
଍がํޙʹ落ͪな͍Α͏ʹอ͠ޢます。

Ωϟスλ

ϕʔスύΠプ

όοΫαϙʔτ
എを΋たれ͔けΔと͜Ζです。
˞ཪ໘ʹϙέοτが͋ります。

グリοプ
հॿऀがं͍すをԡすたΊʹ࢖༻
͠ます。

ΞʔϜαϙʔτύου
ගを৐ͤΔと͜Ζです。

றं用ϒϨʔΩ
৐り߱りの時、ं ͍すがಈ͔な͍
Α͏ʹすΔҝʹ࢖༻͠ます。

ブϨーΩの使用ํ๏　 ̥ .8
˞安全ϥϕルやϩΰϥϕルがইͭいたり、
　はがれたりした場合には、ൢ ചళ΋しくは

ύϥςΫϊίールηンλー͔ら৽しい
ϥϕルをऔدせ、షり௚してください。

リΫϥΠχングˍςΟϧτϨόʔʢグϨʔʣ
ϦΫϥΠχϯάとςΟϧςΟϯάが
࿈ಈͯ͠ௐઅで͖ます。

ςΟοϐングϨόʔ
Ωϟελを্͛ΔたΊ、հॿऀが
଍で౿Μで࢖༻͠ます。
。ઌ୺෦ですํޙ ಈྠۦ˞

ΞʔϜαϙʔτ

λΠϓ όοΫ
αϙʔτ

,,�5�10-#�5�11-# ંΓͨ ͨΈ 高͞ௐ੔�ண୤ εΠϯάΞ΢τ λοΫϧ υϥϜ

ɹɹࣜܕ ΞʔϜαϙʔτ
ɹೳػ

ϑοτ・Ϩοάαϙʔτ
ɹೳػ

ϒϨʔΩ

ࣗ૸ςΟϧτ
ϦΫϥΠχϯά

੍ಈ༻றं༻

ςΟϧτɺϦΫϥΠχϯά࠷େ࣌ੇ๏
શ௕

120�ʙ1230
શ高˞
�40ʙ9��

ςΟϧτ֯ ౓
0 ʙ˃2�˃

ϦΫϥΠχϯάͱςΟϧςΟϯά͕࿈ಈ
ϦΫϥΠχϯά֯౓
90 ʙ˃11�˃

˞ϦΫϥΠχϯά֯౓ͱ͸ɺόοΫαϙʔτͱγʔτͷͳ֯͢౓Ͱ͢ɻ
˞όοΫαϙʔτ͸ɺਫฏ໘ʹରͯ͠ ͸90 ʙ˃140 ·˃Ͱࣼ܏ ·͢͠ ɻ

ʢ੍ڧʣ

必ͣして
いただく

˙ॖみࢭめは必ͣϩοΫしたঢ়ଶで使用してください。（1.� （রࢀ
ं、౓が௿Լ͠ڧ　 ͍すがഁଛすΔڪれが͋ります。
˙ϔουαϙーτௐ੔ޙはϚΫϥがしͬ ͔りとݻఆされている͔֬ೝしてください。
　ϚΫϥがݻఆ͞れͣ、಄΍टなどを௧ΊΔՄೳੑが͋ります。
の下ଆにཱͪ、Ώࡔಓを下るときհॿऀのํはくだりࡔ˙ くͬり֬ೝしながらޙΖ޲きに૸行してください。 
　લ͖޲でԼΔと、৐͍ͬͯΔਓがͣり落ͪたり、લのΊりとなり、転倒・転落事故等の原因となります。
˙ଆߔの֨子֖、౿切のϨールߔにΩϟスλがམͪࠐまないよ͏に஫ҙしてください。    
　ं͍すがࢭʹٸまり࢖༻ऀのମがલํʹ͖܏、転落・転倒事故等の原因となります。
˙Ҡಈத、使用ऀのͭまઌがো֐෺に当たらないよ͏に、֬ ೝして૸行してください。   
˙ϑοταϙーτに、使用ऀの଍が乗ͬている͔֬ೝして૸行してください。
˙車いすをંりたたΉ際には、όοΫαϙーτのதに෺が入ͬていないࣄを֬ೝしてください。    
　ϙέοτのதの෺をഁଛ͠たり、ं ͍すの故োの原因となります。

੍ಈ用ϒϨʔΩϨόʔʢࠇʣ
հॿऀがεϐʔυをௐ੔すΔたΊ
。ます͠༺࢖ʹ

ブϨーΩの使用ํ๏ ̥ .8

ϋンυリϜ
ࣗ૸༻でۦಈྠをૢ࡞すΔ時、
。ます͠༺࢖

ಈ͔しํ ̥ .1�

όοΫαϙʔτύΠプ

֦͛ ɾํં りたたみํ ̥ .�、7

ϑοτɾϨοグαϙʔτ

スイングΞ΢τ ̥ .11

ϔουαϙーτの使いํ ̥ .1�～

高さௐ੔ ̥ .11

ϑοταϙʔτ
଍をのͤΔと͜Ζです。

ϑοταϙーτのௐ੔ ̥ .�
リΫϥイχングˍςΟルτϨόー（グϨー）

੍ಈ用ブϨーΩϨόー（ࠇ）

҆શϥϕϧ
注 意

いちゅう

車いすを拡げる時に、座パイプ
の横や下に、手や指を入れな
いでください。
パイプに手や指を挟んでケガをする
原因となります。

パラマウントベッド株式会社 3F11012500A0

ϩΰϥϕϧ

ੇ法ɾػೳҰཡ
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注 意

いちゅう

車いすを拡げる時に、座パイプ
の横や下に、手や指を入れな
いでください。
パイプに手や指を挟んでケガをする
原因となります。
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ロックレバー

ロックピン

拡げ方
＊折りたたんだバックサポートを起こす時は、車いすを折りたたんだ状態で行ってください。 
　（拡げた状態で行うと、バックサポートパイプにバックサポートが引っ張られ、 ロック出来なくなる場合があります。
　 また、バックサポートの破損につながるので行わないでください。）

●バックサポート折りたたみのロックピンが、「カチッ」と音がして、ロックピンが完全に出ている
　ことを確認してください。（転倒・転落事故等の原因となります。）

していただく

●バックサポート折りたたみのロックレバーに、かばんなどを引っ掛けないでください。      
　（ロックが解除され、転倒・転落事故等の原因となります。）

してはいけない

　グリップを持ち、矢印方向に、
　持ち上げる。 　バックサポートを両側起こす。

ロックレバーを矢印方向に起こし、
ロックピンが出ている事を確認する。

　車いすの後方に立ち、左右の
　グリップを持って両側に拡げます。

　片側のグリップを手で持ち、
　シートを手で下に押し下げると、車いすが拡がります。

解 除

解　除

ロック

●保管する場所には十分注意してください。（P.22参照）

していただく

●車いすを折りたたむ際には、バックサポートの中に物が入っていない事を確認してください。

していただく　縮み止めを押し下げてロックします。（2箇所）

　フットサポートを跳ね上げます。
　ノブネジを緩め、
　ヘッドサポートを取り外します。

　座クッションを取り外します。
　縮み止めを解除します。（2箇所）

拡げ方・折りたたみ方

　ヘッドサポートを差し込み、左右の
　ノブネジで固定します。〈ロックした状態〉

〈解除した状態〉

折りたたみ方

　シートの前方と後方の中央を
　同時に持ち上げます。

　バックサポート折りたたみのロックを解除します。

　左右のグリップを持ち内側に
　たたみます。

　バックサポートを両側後方に倒します。
※車のトランクなどに収納する場合は、さらに高さを低く折りたたむことができます。

●バックサポートに重いものを引っ掛けないでください。
　（車いすが不安定になり、転倒・転落事故等の原因となります。）

してはいけない

●縮み止めは必ずロックした状態で使用してください。
　（強度が低下し、車いすが破損する恐れがあります。）

していただく

●車いすを拡げた時、座パイプが受けに収まっているか確認して座ってください。
　（パイプが曲がったりして、転倒・転落事故等及び故障の原因になります。）

していただく

●車いすを拡げる時に、座パイプの横や下に、手や指を入れないでください。
　（パイプに手や指を挟んでケガをする原因となります。）

してはいけない
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ϒϨʔΩの࢖༻方法

றं用ϒϨʔΩ

●車いすをற車する࣌に使用してください。
●ற車用ブϨーΩϨόーをํޙにҾくとϩοΫします。
●ϩοΫしたํ޲と൓ରにԡすとղআします。

●λイϠのۭؾ圧がগないঢ়ଶで、使用しないでください。
　（றं༻ϒϨʔΩのϩοΫがग़དྷなくなり、ं ͍すがಈ͖、事故等の
　 原因となります。また、λΠϠのύϯΫ原因となります。）

͠て͸い͚ͳい

●車いすに乗るɾ߱ りるલや、ϕουなͲ΁のҠ乗࣌には、
　必ͣற車用ブϨーΩをϩοΫしてください。
　（ं͍すがಈ͖、転倒・転落事故等の原因となります。）

͠ていͨͩ͘

●όοΫαϙーτの֯౓ௐ੔をする࣌は、
　ற車用ブϨーΩをϩοΫしてください。

（ं͍すがಈ͖、転倒・転落事故等の原因となります。）

͠ていͨͩ͘

●リΫϥイχング�ςΟルτϨόーをࠨӈ
　ಉ࣌にѲりながら֯౓ௐ੔してください。

（転倒・転落事故等の原因となります。）

͠ていͨͩ͘

όοΫαϙーτ֯౓をௐ੔し、Ґஔがܾまͬたら、Ϩόーを離します。リΫϥイχングˍςΟルτϨόー（グϨー）を྆ଆѲります。

όοΫαϙʔτϦΫϥΠχϯά

●όοΫαϙーτの֯౓を、਎ମঢ়گにԠ͡てௐ੔することができます。

੍ಈ用ブϨーΩϨόー

リΫϥイχング
�ςΟルτϨόー（グϨー）

Ϩόーに஫ҙ

5ᶲҎ্

ϑοταϙʔτのௐ੔

●ϑοταϙーτの高さは஍໘より5̲ ̼Ҏ্で
　ご使用ください。     
　（࿏໘のԜತ΍ো֐෺ʹϑοταϙʔτがҾ͔͔ͬりٸʹ
　ं͍すがࢭまり、転倒・転落事故等の原因ʹなります。）

͠ていͨͩ͘

˞దਖ਼τϧΫ
ɹ����/N

のௐ੔͞ߴ

●ϑοταϙーτがݻఆされている͔、֬ ೝして͔ら
　使用してください。
　（ϑοταϙʔτが୤落͠事故等の原因ʹなります。）

͠ていͨͩ͘

ϑοταϙーτ
ཪଆ͔らݟたਤ

ϑοταϙーτをগし্͛、
෇ଐ඼のスύφでઌ୺Ϙルτを
গしಈくとこΖまで؇める。

高さをௐ੔し、
ઌ୺Ϙルτをకめる。

ઌ୺Ϙルτ（࿡֯）

͠て͸い͚ͳい

●ϔουαϙーτを֎したまま、
使用しないでください。

（転倒・転落事故等の原因となり
　  େมݥةです。また、ڧ౓が௿Լ͠、
     ं͍すഁଛの原因となります。）

͠て͸い͚ͳい

●リΫϥイχング車いすのॖみࢭ
   めɾϔουαϙーτ部を࣋ͬて、૸ 
   行しないでください。    
（外れたり͠ ͯ、転倒・転落事
   故等の原因となります。）

リΫϥイχングˍςΟルτϨόー

੍ಈ用ブϨーΩϨόー（ࠇ）

੍ಈ用ϒϨʔΩ

●੍ಈ用ブϨーΩϨόー（ࠇ）をѲるとブϨーΩが͔͔ります。
●੍ಈ用ブϨーΩϨόー（ࠇ）を離すとղআします。

͠て͸い͚ͳい

͠ていͨͩ͘

●リΫϥイχングˍςΟルτϨόーとؒ
ҧ͑ないよ͏に஫ҙしてください。

　（ෆҙʹόοΫαϙʔτが倒れ、転倒・
転落事故等の原因となります。）

。ટճを͔けないでくださいٸ、ਐൃٸ、ブϨーΩٸ●
 （ं͍すʹ৐͍ͬͯΔํがલํ΁転倒・転落すΔڪれ
　が͋ります。）

͠ていͨͩ͘

●հॿऀのํは、੍ ಈ用ブϨー
ΩϨόーを྆ଆಉ࣌に͔けて
ください。

（όϥϯεを่͠、転倒・転落事故
等の原因となります。）

͠ていͨͩ͘

●リΫϥイχングはࠨӈಉ֯͡౓で౗してください。
　（ഁଛのݥةが͋ります。）

͠て͸い͚ͳい

●հॿऀのํは、ਓが乗ͬたঢ়ଶでリΫϥイχングしたまま์ஔしないでください。

͠て͸い͚ͳい

●リΫϥイχングしたঢ়ଶで、όοΫαϙーτの্に乗らないでください。

҆શʹお࢖いʹͳΔͨΊの࢖༻方法



ϩοΫ

ղ　আ

ϒϨʔΩの࢖༻方法

றं用ϒϨʔΩ

●車いすをற車する࣌に使用してください。
●ற車用ブϨーΩϨόーをํޙにҾくとϩοΫします。
●ϩοΫしたํ޲と൓ରにԡすとղআします。

●λイϠのۭؾ圧がগないঢ়ଶで、使用しないでください。
　（றं༻ϒϨʔΩのϩοΫがग़དྷなくなり、ं ͍すがಈ͖、事故等の
　 原因となります。また、λΠϠのύϯΫ原因となります。）

͠て͸い͚ͳい

●車いすに乗るɾ߱ りるલや、ϕουなͲ΁のҠ乗࣌には、
　必ͣற車用ブϨーΩをϩοΫしてください。
　（ं͍すがಈ͖、転倒・転落事故等の原因となります。）

͠ていͨͩ͘

●όοΫαϙーτの֯౓ௐ੔をする࣌は、
　ற車用ブϨーΩをϩοΫしてください。

（ं͍すがಈ͖、転倒・転落事故等の原因となります。）

͠ていͨͩ͘

●リΫϥイχング�ςΟルτϨόーをࠨӈ
　ಉ࣌にѲりながら֯౓ௐ੔してください。

（転倒・転落事故等の原因となります。）

͠ていͨͩ͘

όοΫαϙーτ֯౓をௐ੔し、Ґஔがܾまͬたら、Ϩόーを離します。リΫϥイχングˍςΟルτϨόー（グϨー）を྆ଆѲります。

όοΫαϙʔτϦΫϥΠχϯά

●όοΫαϙーτの֯౓を、਎ମঢ়گにԠ͡てௐ੔することができます。

੍ಈ用ブϨーΩϨόー

リΫϥイχング
�ςΟルτϨόー（グϨー）

Ϩόーに஫ҙ

5ᶲҎ্

ϑοταϙʔτのௐ੔

●ϑοταϙーτの高さは஍໘より5̲ ̼Ҏ্で
　ご使用ください。     
　（࿏໘のԜತ΍ো֐෺ʹϑοταϙʔτがҾ͔͔ͬりٸʹ
　ं͍すがࢭまり、転倒・転落事故等の原因ʹなります。）

͠ていͨͩ͘

˞దਖ਼τϧΫ
ɹ����/N

のௐ੔͞ߴ

●ϑοταϙーτがݻఆされている͔、֬ ೝして͔ら
　使用してください。
　（ϑοταϙʔτが୤落͠事故等の原因ʹなります。）

͠ていͨͩ͘

ϑοταϙーτ
ཪଆ͔らݟたਤ

ϑοταϙーτをগし্͛、
෇ଐ඼のスύφでઌ୺Ϙルτを
গしಈくとこΖまで؇める。

高さをௐ੔し、
ઌ୺Ϙルτをకめる。

ઌ୺Ϙルτ（࿡֯）

͠て͸い͚ͳい

●ϔουαϙーτを֎したまま、
使用しないでください。

（転倒・転落事故等の原因となり
　  େมݥةです。また、ڧ౓が௿Լ͠、
     ं͍すഁଛの原因となります。）

͠て͸い͚ͳい

●リΫϥイχング車いすのॖみࢭ
   めɾϔουαϙーτ部を࣋ͬて、૸ 
   行しないでください。    
（外れたり͠ ͯ、転倒・転落事
   故等の原因となります。）

リΫϥイχングˍςΟルτϨόー

੍ಈ用ブϨーΩϨόー（ࠇ）

੍ಈ用ϒϨʔΩ

●੍ಈ用ブϨーΩϨόー（ࠇ）をѲるとブϨーΩが͔͔ります。
●੍ಈ用ブϨーΩϨόー（ࠇ）を離すとղআします。

͠て͸い͚ͳい

͠ていͨͩ͘

●リΫϥイχングˍςΟルτϨόーとؒ
ҧ͑ないよ͏に஫ҙしてください。

　（ෆҙʹόοΫαϙʔτが倒れ、転倒・
転落事故等の原因となります。）

。ટճを͔けないでくださいٸ、ਐൃٸ、ブϨーΩٸ●
 （ं͍すʹ৐͍ͬͯΔํがલํ΁転倒・転落すΔڪれ
　が͋ります。）

͠ていͨͩ͘

●հॿऀのํは、੍ ಈ用ブϨー
ΩϨόーを྆ଆಉ࣌に͔けて
ください。

（όϥϯεを่͠、転倒・転落事故
等の原因となります。）

͠ていͨͩ͘

●リΫϥイχングはࠨӈಉ֯͡౓で౗してください。
　（ഁଛのݥةが͋ります。）

͠て͸い͚ͳい

●հॿऀのํは、ਓが乗ͬたঢ়ଶでリΫϥイχングしたまま์ஔしないでください。

͠て͸い͚ͳい

●リΫϥイχングしたঢ়ଶで、όοΫαϙーτの্に乗らないでください。

҆શʹお࢖いʹͳΔͨΊの࢖༻方法



ᶄ.�̫ 100

ᶃ.�̫ 15
（スプリングϫογϟー）

ϑοταϙーτ࣋ࢧ部

લޙҠಈΧϥー

֯౓Մม
δϣインτ

֤෦໊শ

લޙௐ੔ ͦの� ᶄ.�̫ 100をऔり֎し、લޙҠಈΧϥーを૊みସ͑ます。

ͦの� ᶃ.�̫ 15を؇め（औり֎す必要はありませΜ）、
、ࠨ部をऔり֎し࣋ࢧӈのϑοταϙーτࠨ ӈを入れସ͑ます。

˞దਖ਼τϧΫ
ɹᶃ.�̫ ��ɾɾɾ��/N
ɹᶄ.�̫ ���ɾɾɾ�/N

ϑοταϙʔτʢલޙௐ੔̱ ֯౓ௐ੔̱ ෯ௐ੔ʣ

ᶃ.�̫ 15を؇めます。（औり֎す必要はありませΜ）
˞このときスプリングϫογϟーをແくさないよ͏にしてください。
　ϑοταϙーτプϨーτ全ମをしͬ ͔りと࣋ͪ、࠷దなҐஔ΁֯౓をมߋしてください。

֯౓ௐ੔

෯ௐ੔

● Ϙルτは必ͣしͬ ͔りకめてください。
（ϑοταϙʔτが外れ、έΨをすΔڪれが͋ります。）

͠ていͨͩ͘

Ґஔがܾまͬたら、ᶃ.�̫ 15をకめ、ϑοταϙーτがಈ͔ない͔֬ೝしてください。

Ϙルτ

　ϑοταϙーτཪのϘルτを
　؇めます。 　ϑοταϙーτをスϥイυさせます。

　ద切なҐஔで
　Ϙルτをしͬ ͔り
　కめてください。

˞దਖ਼τϧΫɹ
ɹ�/N

●下記のௐ੔ํ๏を૊
み合わせて、࠷దな
Ґஔでご使用くださ
い。

લޙҠಈΧϥーの
૊みସ͑

ӈのϑοταϙーτのࠨ
入れ͔͑

લޙҠಈΧϥーの
૊みସ͑出ՙ࣌

20 3515

ϑοτɾϨοάαϙʔτεΠϯάΞ΢τ

●Ϙルτは必ͣしͬ ͔り
　కめてください。
（ϑοταϙʔτが外れ、
έΨをすΔڪれが͋ります。）

͠ていͨͩ͘

͠て͸い͚ͳい ͠ていͨͩ͘

●ϑοταϙーτにすきؒがあ
るঢ়ଶで使用するとϑοτα
ϙーτが֎れ、έガのݪҼと
なります。

● ᶃのϘルτは必ͣしͬ ͔りకめてください。
　（ϑοταϙʔτがٸʹ֯౓がมΘͬたり、外れたり   

　ͯ͠、έΨをすΔڪれが͋ります。）

●਎ମঢ়گにあわせてΞーϜαϙーτの高さを4ஈ֊（�0mmϐοチ）でௐઅすることができます。

ղআ

ϩοΫ

ΞʔϜαϙʔτの͞ߴௐ੔

ηーϑςΟɻ ϩοΫのϨόーを্͛、ϩοΫをղআしてください。
ΞーϜαϙーτを্下にಈ͔して
高さをઃఆし、ηーϑςΟɻ ϩοΫの
Ϩόーを౗してϩοΫしてください。

ηーϑςΟɻ ϩοΫが࣮֬にϩοΫされている
ことを֬ೝしてください。
Ϩόーがグϥグϥしているときは、ϩοΫされて
いませΜ。ΞーϜαϙーτを΋ͬてগし্下に
ಈ͔すと「Χチο」とԻがし、ϩοΫされます。

֬�ೝ

ηーϑςΟɻ ϩοΫを　のよ͏にղআし、ΞーϜ
αϙーτをऔり֎してください。

ʪ৐Γ߱Γのࡍʫ

ʪ着୤ޙਤʫ

͠ていͨͩ͘

●ΞーϜαϙーτのϩοΫが࣮֬にされ
ていることを֬ೝしてください。

　（ΞʔϜαϙʔτの͞ߴがٸʹมΘり、
खなどを͸͞Μͩり、転倒・転落事故等
の原因となります。）

●スイングΞ΢τ（֎։き）したり、औり֎すことにより、଍ݩが޿くなり、τイϨやϕουなͲ΁の乗り
Ҡりがしやすくなります。また、଍こ͗ૢ作する࣌は、ૢ 作ଆのϑοτɾϨοグαϙーτをऔり֎すことに

　より、ૢ 作しやすくなります。

ϩοΫϨόー

ϩοΫϨόーをԡし、ϩοΫをղআします。

Ϩοグαϙーτを֎ଆ΁։くよ͏に
ճసさせます。

Ϩοグαϙーτをऔり֎すときは、
֎ଆに։いたঢ়ଶ͔ら্に
্࣋ͪ͛てください。

スΠングΞ΢τʢ֎։͖ʣのૢ࡞方法

஫ҙ

͠ていͨͩ͘

●スイングΞ΢τ着୤ɾऔり෇けૢ作
　࣌に、खをはさまないよ͏に஫ҙ
　してください。

͠ていͨͩ͘

●スイングΞ΢τを໭したときは、ϩοΫが࣮֬に
されている͔֬ೝしてください。

（଍を৐ͤたと͖、外れͯ଍をέΨすΔ原因となります。）

ロック

フリー
ߔ

このよ͏なঢ়ଶでは
ϩοΫがֻ͔ͬていませΜ。
ϩοΫϨόーをճసさせ、
。にはめてくださいߔ
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（スプリングϫογϟー）
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　కめてください。
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20 3515
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　కめてください。
（ϑοταϙʔτが外れ、
έΨをすΔڪれが͋ります。）

͠ていͨͩ͘

͠て͸い͚ͳい ͠ていͨͩ͘

●ϑοταϙーτにすきؒがあ
るঢ়ଶで使用するとϑοτα
ϙーτが֎れ、έガのݪҼと
なります。

● ᶃのϘルτは必ͣしͬ ͔りకめてください。
　（ϑοταϙʔτがٸʹ֯౓がมΘͬたり、外れたり   
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αϙーτをऔり֎してください。

ʪ৐Γ߱Γのࡍʫ

ʪ着୤ޙਤʫ

͠ていͨͩ͘

●ΞーϜαϙーτのϩοΫが࣮֬にされ
ていることを֬ೝしてください。

　（ΞʔϜαϙʔτの͞ߴがٸʹมΘり、
खなどを͸͞Μͩり、転倒・転落事故等
の原因となります。）

●スイングΞ΢τ（֎։き）したり、औり֎すことにより、଍ݩが޿くなり、τイϨやϕουなͲ΁の乗り
Ҡりがしやすくなります。また、଍こ͗ૢ作する࣌は、ૢ 作ଆのϑοτɾϨοグαϙーτをऔり֎すことに

　より、ૢ 作しやすくなります。

ϩοΫϨόー

ϩοΫϨόーをԡし、ϩοΫをղআします。

Ϩοグαϙーτを֎ଆ΁։くよ͏に
ճసさせます。

Ϩοグαϙーτをऔり֎すときは、
֎ଆに։いたঢ়ଶ͔ら্に
্࣋ͪ͛てください。

スΠングΞ΢τʢ֎։͖ʣのૢ࡞方法

஫ҙ

͠ていͨͩ͘

●スイングΞ΢τ着୤ɾऔり෇けૢ作
　࣌に、खをはさまないよ͏に஫ҙ
　してください。

͠ていͨͩ͘

●スイングΞ΢τを໭したときは、ϩοΫが࣮֬に
されている͔֬ೝしてください。

（଍を৐ͤたと͖、外れͯ଍をέΨすΔ原因となります。）
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フリー
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このよ͏なঢ়ଶでは
ϩοΫがֻ͔ͬていませΜ。
ϩοΫϨόーをճసさせ、
。にはめてくださいߔ



注意

していただく

●マクラを使用しない場合でもヘッドサポートパイプは使用してください。
●高さ調整ノブボルトをゆるめる際にはヘッドサポートが落ちないよう、支えてください。
　（フレームの破損の原因となります。）

ヘッドサポートの高さ調整

●マクラの高さを調整します。マクラは首と頭を支える
　形状になっています。

高さ調整ノブボルトを緩めてください。
ヘッドサポートのパイプを両手で持ち、使用者に合った高さに調整してく
ださい。
高さが決まったところで、高さ調整ノブボルトを完全に締めてください。

調整後は、高さ調整ノブボルトが、完全に固定されているか
確認してください。

確 認

●調整後はマクラがしっかりと固定されているか確認してください。

していただく

●表記してある部分以外のボルトは緩めないでください。
　（マクラが固定されず、頭や首などを痛める可能性があります。）
●ヘッドサポートを持って持ち上げたり、無理な力を加えたりしないでください。
●ヘッドサポートパイプをグリップとして使用しないでください。

してはいけない

〈ご使用方法〉

マクラの前後左右＆角度調整

〈各部名称〉

調整後は固定ボルトが、完全に固定されているか確認してください。
確 認

＜左右調整＞
●固定ボルトを付属の六角レンチ（対辺5mm）で緩めて、マクラの左右　　
　位置を合わせてください。
●位置が決まりましたら、固定ボルトをしっかりと締めてください。

※適正トルク 10Nm

調整後は固定ボルトが、完全に固定されているか確認してください。
確 認

＜角度調整①（固定ボルトによる調整）＞
●固定ボルトを付属の六角レンチ（対辺5mm）で緩めて、マクラの角度を　
　合わせてください。
●角度が決まりましたら、固定ボルトをしっかりと締めてください。

固定ボルト

※適正トルク 10Nm

調整後は前後調整ノブボルトが、完全に固定されているか
確認してください。

確 認

＜前後調整＞
●前後調整ノブボルトを緩めて、マクラの前後位置を合わせてください。
●位置が決まりましたら、前後調整ノブボルトをしっかりと締めてください。

前後調整ノブボルト

張り調整シート ●ベルトの張り具合によって、使用者の身体状況に合わせ、シートの張りを
　調整します。

背シート裏側（ポケット側）をめくってください。
張り調整ベルトをはがし、適度な位置に調整し、再び張り調整ベルトを貼り合わせてください。

背シート

座シート

背シート裏側を戻して、ブレーキワイヤーをポケットの内側に、引っかけてください。（左図参照）

背シートの手順　 と同様に行ってください。
座シートの張り調整ベルトは座シート裏側にあります。

●張り調整ベルトに糸くずや汚れが付いていないか確認し、付いている場合は取り除いてください。
  （粘着力が弱くなり、衝撃を受けた時外れ、転落事故等の原因となります。）

していただく

●使用者の身体状況に合わせ
て、マクラの前後・左右・角度
を調整することができます。

　次の方法を組合わせて、最適
な位置でご使用ください。

マクラ

マクラ前後調整ノブボルト レバークランプ

前後調整ノブボルト

固定ボルト

レバークランプ

右回り　締まる方向左回り　緩む方向

ヘッドサポートパイプ

高さ調整ノブボルト

調整後は角度調整レバー・クランプが、完全に固定されてい
るか確認してください。

確 認

＜角度調整②（レバー・クランプによる調整）＞
●レバー・クランプを左回り（反時計回り）に回すと緩みます。マク

ラの角度が自由に動くので、マクラの角度を合わせてください。
●角度が決まりましたら、レバー・クランプを右回り（時計回り）に

回し、しっかりと締めてください。



注意

していただく

●マクラを使用しない場合でもヘッドサポートパイプは使用してください。
●高さ調整ノブボルトをゆるめる際にはヘッドサポートが落ちないよう、支えてください。
　（フレームの破損の原因となります。）

ヘッドサポートの高さ調整

●マクラの高さを調整します。マクラは首と頭を支える
　形状になっています。

高さ調整ノブボルトを緩めてください。
ヘッドサポートのパイプを両手で持ち、使用者に合った高さに調整してく
ださい。
高さが決まったところで、高さ調整ノブボルトを完全に締めてください。

調整後は、高さ調整ノブボルトが、完全に固定されているか
確認してください。

確 認

●調整後はマクラがしっかりと固定されているか確認してください。

していただく

●表記してある部分以外のボルトは緩めないでください。
　（マクラが固定されず、頭や首などを痛める可能性があります。）
●ヘッドサポートを持って持ち上げたり、無理な力を加えたりしないでください。
●ヘッドサポートパイプをグリップとして使用しないでください。

してはいけない

〈ご使用方法〉

マクラの前後左右＆角度調整

〈各部名称〉

調整後は固定ボルトが、完全に固定されているか確認してください。
確 認

＜左右調整＞
●固定ボルトを付属の六角レンチ（対辺5mm）で緩めて、マクラの左右　　
　位置を合わせてください。
●位置が決まりましたら、固定ボルトをしっかりと締めてください。

※適正トルク 10Nm

調整後は固定ボルトが、完全に固定されているか確認してください。
確 認

＜角度調整①（固定ボルトによる調整）＞
●固定ボルトを付属の六角レンチ（対辺5mm）で緩めて、マクラの角度を　
　合わせてください。
●角度が決まりましたら、固定ボルトをしっかりと締めてください。

固定ボルト

※適正トルク 10Nm

調整後は前後調整ノブボルトが、完全に固定されているか
確認してください。

確 認

＜前後調整＞
●前後調整ノブボルトを緩めて、マクラの前後位置を合わせてください。
●位置が決まりましたら、前後調整ノブボルトをしっかりと締めてください。

前後調整ノブボルト

張り調整シート ●ベルトの張り具合によって、使用者の身体状況に合わせ、シートの張りを
　調整します。

背シート裏側（ポケット側）をめくってください。
張り調整ベルトをはがし、適度な位置に調整し、再び張り調整ベルトを貼り合わせてください。

背シート

座シート

背シート裏側を戻して、ブレーキワイヤーをポケットの内側に、引っかけてください。（左図参照）

背シートの手順　 と同様に行ってください。
座シートの張り調整ベルトは座シート裏側にあります。

●張り調整ベルトに糸くずや汚れが付いていないか確認し、付いている場合は取り除いてください。
  （粘着力が弱くなり、衝撃を受けた時外れ、転落事故等の原因となります。）

していただく

●使用者の身体状況に合わせ
て、マクラの前後・左右・角度
を調整することができます。

　次の方法を組合わせて、最適
な位置でご使用ください。

マクラ

マクラ前後調整ノブボルト レバークランプ

前後調整ノブボルト

固定ボルト

レバークランプ

右回り　締まる方向左回り　緩む方向

ヘッドサポートパイプ

高さ調整ノブボルト

調整後は角度調整レバー・クランプが、完全に固定されてい
るか確認してください。

確 認

＜角度調整②（レバー・クランプによる調整）＞
●レバー・クランプを左回り（反時計回り）に回すと緩みます。マク

ラの角度が自由に動くので、マクラの角度を合わせてください。
●角度が決まりましたら、レバー・クランプを右回り（時計回り）に

回し、しっかりと締めてください。



ʹのલ༺࢖͝
●λイϠのຎ໣ɾُ ྾はない͔。
●λイϠのۭؾ圧はద正͔。
●ற車用ブϨーΩにҟৗはない͔。
●ற車用ブϨーΩをϩοΫした࣌ۦ、 ಈྠがճసしない͔。

ご使用લに、安全にご使用していただく
ため、࣍ の֬ೝをおئいします。 దਖ਼ۭؾѹ

˔���L1B（3.5LgG/ὔ）

λイϠのۭؾόルブの
τοプφοτが؇Μでいない͔
֬ೝしてください。

λイϠのۭؾがす͙に抜けるときは、
スーύーόルブをަ׵してください。

ϩοΫ

৐Γ方ɾ߱Γ方

●車いすに乗るɾ߱ りるલや、ϕου΁のҠ乗࣌には、必ͣற車用ブϨーΩをϩοΫしてください。
　（ं͍すがಈ͖、転倒・転落事故等の原因となります。）

͠ていͨͩ͘

●車いすの乗り߱りは、࿏໘の平ୱな場所で行ͬてください。
　（ं͍すがಈ͖、όϥϯεを่͠、転倒・転落事故等の原因となります。）

͠ていͨͩ͘

ற車用ブϨーΩを྆ଆϩοΫします。

ϑοταϙーτを྆ଆ্͛ます。

྆खでΞーϜαϙーτを࣋ͪ
Ώ くͬり࠲りࠐみます。

ϑοταϙーτに଍を乗せます。

৐Δ࣌
ற車用ブϨーΩを྆ଆϩοΫします。

ϑοταϙーτを্͛、଍を下Ζします。

྆खでΞーϜαϙーτを࣋ͪ
Ώ くͬり্ཱͪがります。

߱ΓΔ࣌

●ϑοταϙーτの্に乗ͬて
　乗りࠐΜだり、߱ りるとき্に
　্ཱͪがらないでください。
（ं͍すがόϥϯεを่͠、転倒

　事故等の原因となります。）

͠て͸い͚ͳい

ΰϜΩϟοプ

τοプφοτ

スーύー
όルブ

λイϠを਌ࢦでԡし、༰қに΁こΉ場合は、
ࣗస車用ۭؾ入れでิॆしてください。    

●λイϠのۭؾ圧がগないঢ়ଶで、使用しないでください。
　（றं༻ϒϨʔΩのϩοΫがग़དྷなくなり、ं ͍すがಈ͖、事故等の原因となります。
　 また、λΠϠのύϯΫ原因となります。）

͠て͸い͚ͳい

●όοΫαϙーτをํޙ΁リΫϥイχングした場合に車いすがํޙ΁౗れないよ͏にします。
　使用しない場合は্下をٯにすること΋できます。

స౗๷ࢭ

1
�

3
4

స౗๷ࢭの高さは車いすのલ࠲高に合わせて
�ஈ֊、ௐ੔できます。
ௐ੔はճసࣜスφοプϐンにて行います。

自
走
式 390

前座高 1段階目穴位置
2

2段階目
穴位置
4

1ஈ֊：஍໘より� （ɸΩϟスλҐஔ）
�ஈ֊：஍໘に઀஍します（ΩϟスλҐஔ） ͠ていͨͩ͘

●ճసࣜスφοプϐンは必ͣし͔ͬり
とకめてください。స౗๷ࢭύイプ
が必ͣԞまで入ͬている͔֬ೝし
てください。ճసࣜスφοプϐンが
入ͬている͔֬ೝしてください。

 （転倒๷ࢭが外れ、転倒すΔՄೳੑ 
が͋ります。）

Ωϟスλ

方法༺࢖

ճసࣜεφοϓϐϯのऔΓ֎͠方ɾऔΓ͚ͭ方

ʻରԠܕ ：ࣜ,,-T�10L#�

ʪճసࣜスφοプϐンのऔり֎しํʫ

をҾ͔ͬけてࢦ
໼ҹํ޲に
ճసさせます。

Ҿき抜きます。

ʪճసࣜスφοプϐンのऔり෇けํʫ

穴にϐンを
ࠩしࠐみます。

໼ҹํ޲に
ճసさせます。

൓ରଆの穴に
ϐンの಄が出て
いることを֬ೝ
します。
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ティッピングレバー

介助の仕方

注意 ●バックサポートパイプやグリップのみで、キャスタを上げないでください。      
　（バックサポートパイプが曲がったり、折れたりして、転倒・転落事故等の原因となります。）

してはいけない

注意 ●スピードをつけて、段差を乗りこえようとしないでください。    
　（使用者が車いすから、転倒・転落事故等の原因となります。）

してはいけない

段差を乗りこえる場合は、ティッピングレバーを踏んでキャスタを上げ、
段差に乗せてから乗りこえてください。

注意
●坂道を下るとき介助者の方はくだり坂の下側に立ち、ゆっくり確認しながら後ろ向きに
　走行してください。
　（前向きで下ると、乗っている人がずり落ちたり、前のめりとなり、転倒・転落事故等の原因となります。）

していただく

坂道の登り下りでご使用される場合は、必ず介助者の方に支えていただいてください。

登り坂 下り坂

次のような使用場所や環境では、危険が伴う場合がありますので、
必ず介助者の方が付き添ってください。

　・坂道の登り下り ・踏切の横断 ・側溝の格子蓋の横断　・悪路　・凸凹道  
　・電車への乗車、下車 ・段差乗りこえ ・路面が片側に傾斜しているところの走行  

解 除

●タイヤを持って車いすを操作しないでください。
　駐車用ブレーキに手があたり、ケガをする原因となります。

してはいけない

●走行中、身体を乗り出さないでください。
　バランスが不安定になり、転倒・転落事故等の原因となります。

してはいけない

●車輪が回転しているときは、スポークに手や指を差し込ま
　ないでください。
　手や指を挟んで、ケガをする原因となります。

してはいけない

●スピードが出ている状態で、素手でハンドリムを持って
　減速しないでください。
　摩擦で、手にケガをする恐れがあります。

してはいけない

駐車用ブレーキロックを解除する。

ハンドリムを握り、車輪を
回転させ移動させる。

ハンドリム

動かし方

●凹凸のある路面では、前かがみ姿勢で使用しない
　でください。
　（バランスを崩し、前に転倒・転落事故等の
　  原因となります。）

してはいけない

●バックしながら急停車しないでください。   
　（転倒・転落事故等の原因となります。）   

してはいけない
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警告 ●車いすのシートの上で立ち上がらないでください。
　（転倒・転落事故等の原因となります。）

してはいけない

注意
●車いすを、横向きに倒して上に物を置かないでください。
　（重みで車輪フレームが、曲がったりして故障の
　 原因になります。）

してはいけない

その他の注意事項

注意
●火気の近くに置かないでください。
　（タイヤがパンクしたり、シートが燃え火災の
　 原因となります。）   

してはいけない

注意 ●車いすで荷物を運んだりしないでください。    

してはいけない

●側溝の格子蓋や踏切などでご使用される場合は、必ず介助者の方に支えていただいて
　ください。
　（車輪が溝にはまって、転倒・転落事故等の原因となります。）

していただく

注意 ●移動中、使用者のつま先が障害物に当たらないように、
　確認して走行してください。   

していただく

注意 ●フットサポートに、使用者の足が乗っているか確認して
　走行してください。

していただく

【介助者の方へ】

注意

警告

●側溝の格子蓋、踏切のレール溝にキャスタが落ち込まないように注意してください。   

していただく

（車いすが急に止まり使用者の体が前方に傾き、転倒・転落事故等の原因となります。）

注意
●必ず固定されている場所を持ってください。
　ヘッドサポート、アームサポート、フット・レッグサポート、
　操作レバー、ブレーキなどを持たないでください。

していただく

注意 ●車いすを持ち上げるときは座面の水平を保ち、乗って
　いる人の転落には十分注意してください。

していただく

ベースパイプ・バックサポートパイプの固定されている箇所を持って、4～5人で
支えてもらってください。

重量がある場合には、人と車いすを別々に移動してください。

■階段などで、使用者が乗ったままの状態で、介助者に吊り上げてもらう場合
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車いすのオプション もしこんなトラブルが発生したときは

車いすをご使用されていて故障かな、と思うトラブルが発生したら、修理を依頼する前に下記
項目を確認してください。

■異常のある際は、直ちに使用を中止してください。

ト ラ ブ ル 確 認 点 対 処

空気を入れてください（P.14）

空気を入れてください（P.14）

取り除いてください

販売店またはパラテクノコール
センター（P.24参照）まで
お問い合わせください。

販売店またはパラテクノコール
センター（P.24参照）まで
お問い合わせください。

販売店またはパラテクノコール
センター（P.24参照）まで
お問い合わせください。

しっかり締め直して
ください（P.14）

スーパーバルブを交換
してください（P.14）

・タイヤの空気入れ部のトップナットは、しっかり締まっていますか

・スーパーバルブが劣化していませんか

・タイヤの空気圧は適正ですか＜KK-T610LBのみ＞

・駆動輪・キャスタに髪の毛、ビニール等が巻きついていませんか

・ワイヤーのねじれ、ひっかかりがありませんか

・ワイヤーの遊びが多くありませんか

・タイヤの空気圧は適正ですか<KK-T610LBのみ＞

・タイヤは摩耗していませんか

・キャスタが片べりしていませんか

・車いすを拡げて、バックサポートを
  起こしていませんか

車いすを折りたたんで
行ってください。（P.6）

走行操作が重い

車いすに人を乗せていない状態
では、操作が重くなります・車いすに人を乗せていますか

真っ直ぐ走らない

バックサポート
折りたたみの
ロックピンが入らない

ワイヤーのねじれを調整
してください

空気を入れても
すぐに抜ける
<KK-T610LBのみ＞

ワイヤーのねじれ、ひっかかりを
直してください

取り除いてください

・ワイヤーのねじれ、ひっかかりがありませんか

・使用者の体や小物などがはさまっていませんか
リクライニング＆
ティルティング操作が
できない

制動用ブレーキが
効かない

駐車用ブレーキが
効かない

マジックベルト

注意
●マジックベルト装着機種は、必ずマジックベルトを
　締めてください。
　（衝撃などで転倒・転落事故等の原因となります。）

していただく

●使用者が、車いすから転落したり、ずり落ちるのを保護します。

車いすをより使いやすくするために、いろいろなオプションが用意してあります。
（車いすにより取り付けできない場合がございます。販売店、またはパラマウントベッドまでご相談ください。）

注意
●マジックベルトは、糸くずや汚れを取り除いて
　ご使用ください。
　（粘着力が弱くなり、衝撃を受けた時外れ転倒・転落事
　 故等の原因となります。）

していただく

マジックベルト

その他にも

●延長ブレーキレバーなど、
　ご用意しております。

詳しくは、カタログをご覧ください。

空気を入れて
ください（P.14）・タイヤの空気圧は適正ですか

タイヤの空気が
少ない
＜KK-T610LBのみ＞
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保管場所
次のようなところでは、保管しないでください。
故障の原因となります。

　●雨に濡れるようなところ　●直射日光が当たるようなところ　●湿気の多いところ
　●高温室になるところ　　　●炎天下なところ

●オゾン（O3）
●光線(日光）、熱・伸張等の機械的作用。
●銅・マンガンのような金属の塩、石鹸などの容易に酸化される物質。
●シリコン系ワックス（自動車タイヤ用ツヤ出し剤、潤滑剤、錆落としなど）。

■車いすに異常がある場合は、販売店またはパラテクノコールセンター（P.24 参照）までお問い合わせください。      
　その状態で使用されますと、使用中に破損し、事故の原因となります。      

　●タイヤの劣化・ひび割れ・エアー漏れ　 ●フレームのひび割れ・曲がり・がたつき 
　●各部固定部品の変形      　　　　 ●駆動輪・キャスタの変形
　●ボルト・ナット・ネジの緩み      　●制動用ブレーキ・駐車用ブレーキの効き具合

■清掃は、水につけたタオルを強くしぼり、泥やホコリを拭き取った後に乾い
た布で仕上げ拭きをしてください。
揮発性剤（シンナー・ベンジン・アルコール類）では、清掃しないでください。
変色・劣化の原因となります。
ホースなどで、直接水をかけないでください。車輪及びフレーム内部・ブレー
キ部等に水滴が残り、錆の原因となります。

■タイヤは最適空気圧を保ってください。（P.14）＜KK-T610LBのみ＞
　空気圧が低いときは、補充してください。
■タイヤにはひび割れを防ぐために老化防止剤が配合されていますので、次の

ような環境及び薬剤はさけてください。タイヤの劣化を促進させ、ひび割れ
の発生原因となります。

車いすのお手入れの方法

＜ガススプリングのご使用方法について＞
ガススプリングを使用した車椅子を正しく、安全にご使用していただくために、下記をよくお読みください。

■ご使用上の注意

高圧ガスが封入されています

●分離したり火に入れないでください
●廃却のときは、チューブの下部に穴をあけ、ガスを抜いてください
●このとき、オイルや切粉が飛散しますので、保護メガネを着用ください

ドリル DRILL

■飛行機等への搭載

ガススプリングを使用した車椅子は、飛行機等に搭乗される際に「非該当証明書」の提出を求められる
場合があります。非該当証明書が必要な場合には、（株）松永製作所までお問い合わせください。

（株）松永製作所（代表）
　TEL：0584-35-1180　（平日 08：30 ～ 17：30）
　https://www.matsunaga-w.co.jp/
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取扱説明書の「もし、こんなトラブルが発生したときは」（21ページ参照）に従って調べてください。そ
れでも直らないときは、お買い上げの販売店または弊社製品の修理受付窓口であるパラテクノコールセ
ンター（下記参照）までご連絡ください。
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